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娘の幸福を願う母の婆

法燈を伝えた親子の信頼の鮮
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長雨に見舞われた今年は､東北
の農家の多くが米の不作で大きな痛手を負った｡豊作の祝い年もあれば､まれに稲穂に実を結ばない幸い年も来る｡

ク日照りの時は涙を流しヽ寒さ
の夏はオロオロ歩き〃 ､農民に献身的に奉仕した詩人･宮沢賢治の故郷の岩手県花巻市では､楽説寺住職二二浦亨道師が正信覚醒運動の陣を構え､宮古市の真浄寺とともに県内の正信の二大拠点となっている｡花巻市に隣接する北上で､

楽説寺所属の藤崎さんご一家がたくましい正信の日々を送っている､とのお話を風の便りに聞き､さっそく訪れてみた｡
東北というと､口の重い､閉鎖

的な印象を､雪のイメージと重ねて抱きがちである｡藤崎さん宅にうかがって､そうした偏見は雲散霧消した｡加えて｢これは大変なところへ来てしまった｣と記者は率直に思った｡取材が不可能なほど賑やかなのである｡
明るさの度合､つまり照度を電

気用語では｢ルクス｣という単位であらわすけれど､藤崎家に秘密裡に持参した記者専用の照度計の針は､完全にふり切れた｡ちなみに､照度は光源からの距離に反比例する｡つまり大聖人の仏法を光源とすれば､そこから離れるほどルクスはどんどん低くなっていくという原理である｡　'
ともかく写真をよぐご覧になっ

ていただきたい｡これでもまだ控え目な方である｡百聞は一見にしかずという諺の重みがひしひしと

記者には感じられた｡
藤崎家の中心人物は､何といっ

てもヨネさん(72)である｡老境を迎えた気品あふれるこのおばあちゃんには､美人の三人娘がいて､それぞれ結婚して総勢8人のお孫さんが誕生した｡記念撮影をしたが､みんな若くて､もうどれが娘でどれが孫なのか､簡単に判別できない｡
やはり｢女は強し｣か､男性軍

の方はというと､月が太陽に照らされている風情で､一見､頼りなさそうである｡いや､そんなことはない｡実はそれが｢夫｣のふところの深さで､家族を支える自信と責任の重みが逆に控え目なものごしとなって表われているのだ､と父権の名誉のためにもいっておこう｡

◇

ヨネさんは昭和37年に日蓮正宗
に入信した｡夫と離別し､祖母と三人の娘(幸子さん､登代子さん､真知子さん)をかかえて女手ひとつで生活しなければならなかったこのころ､ひたすら娘たちの将来の幸福を願い､当時小学校に通っ

だから三姉妹の結束はひとかた
ならず強く､かえって日々の生活は､明るく楽しく生きていこうとする知恵と努力に満たされたものとなった｡

三人は､青春のスタートライン

水面下で少しずつ移り変わっていった｡

三姉妹のそれぞれの夫は､妻を
愛する半面､一様に組織に対しては冷やかだった｡そんな理由で､ことに真知子さんは､心臓に先天

ヨネさんは二女の登代子さん･
秀男さん夫婦と暮らしている｡ここへ長女の(播磨)幸子さん･武久さん夫婦､三女の(畠山)真知子さん･豊さん夫婦が､それぞれの子供さんをともなって訪れる全員集合の機会は､年に三､四回はあるらしい｡とくに正月は､各家族が持ち回りでク宴会〃を開き､姉妹の結束をいちだんと強めているようである｡

藤崎さんが､大聖人の仏法を正
しく信仰していこう､と志を立てるきっかけとなったのは､御本専横刻をはじめとする数々の語法が組織を汚染していると聞き､またそれを実感したからだった｡秀男さんは｢会長という作られた偶像に対しての批判が内部から起こり､正直いって私はホッとしました｡対世間的に､創価学会という看板が我が家からはずれるだけでも嬉しかった｣という｡年季の入った学会嫌いである｡

まず､ヨネさんをはじめとする
藤崎さんの家族が､ことの首相を確かめるためにそろって花巻の寺院へ参詣し､昭和52年の夏､即座に学会を脱会した｡それに登代子さんの姉･妹両夫婦がつづいた｡

◇

藤崎家の大黒柱･秀男さんは､

菩提寺を守ろうと互いに確認▲

ていた登代子さんのクラス担任教師の熱心なすすめで入信した｡
洋裁の腕1本が暮しの幸久だっ

たヨネさんが眠る姿を､助かった娘たちはついぞ目にすることがなかった｡毎日だれよりも早く床を離れ､押入れを仕切ってしっらえた仏壇の前で唱題し､食事のしたくをし､ミシン踏みに明け暮れ､そしてだれよりもおそく床に就くヨネさんの背中を見て､.娘たちはすくすくと育っていった｡

を跳び出してからしばらくは､折伏､座談会､勉強会にと楽しく活動して組織を盛り立てていった｡三姉妹にとって創価学会とは､自己犠牲や悔恨とは縁遠い､若さの能動的な表現の場だったかも知れない｡
昭和42年､長女の幸子さんが結

婚したのを皮切りに､三女の真知子さん､二女の登代子さんが縁あって次々に結ばれた｡しかしこのころから､信仰をめぐる事情は､

性の疾患を持つ子の回復を祈るあまり､信仰に反対する夫の目を盗むようにして学会活動に励んだ時期がある｡
親として､子の病に接する時ほ

ど切ないものはない｡当然ながら御本尊に向う姿勢は､以前とは異なった真剣さを帯びていた｡書きにつけ悪しきにつけ､子供に対する慈愛は親をさらに親らしく変えるものである｡

◇

印刷会社｢プリントシmツプ･フジサヰ｣の代表取締役｡この会社を設立した昭和55年には､仕事を妻の登代子さんにまかせ､鞄の事務機会社のヶ雇われ社長〃として勤務する毎日だった｡あまりにも大きい登代子さんの内助の功については､ここでは触れない｡
昭和58年､秀男さんは意を決し

てレストラン経営に取り組むことにした｡ところが開店後は赤字つづきで大きな負債を背負い､結局

店は1年ともたずに倒産の憂き目を見た｡その一方で､昭和57年に新築した現在の家屋のローン返済も重なるなど､藤崎家の財政はダブルパンチに見舞われ､一時は万策つきたかに思えた｡
しかしここでも三姉妹二二家族

の結束による力はいかんなく発揮され､肝胆を砕いた結果､危機はなんとか乗り越えることができたのである｡｢フジサキ｣の経営の方も昭和6 1年ごろから軌道に乗り出し､｢とりあえず､北上市でナンバーⅡの印刷会社にしたい｣と将来の目標を秀男さんは控え目に語る｡経営戦略というとキナ臭いが､秀男さんは､事業規模の拡大それ自体を目標として掲げているわけではない1.

二つの会社だから(従業員の

待遇に対する配慮､製品に対する信頼と責任など当然ついて回る｡そういうレベルでも会社を一流にしていきたいと思いますが､むしろうちでは､どんな状況に陥っても､家族が団結してお寺を守っていこうと､いつも互いに確認し合っているんです｡菩提寺を守るのが家業の根本だと思っています｣
三姉妹二二家族の信条を､秀男

さんに代表して表明していただいた｡父親としての武久さん､秀男さん､豊さんに､子供たちへの法燈相続の期待を尋ねると､一様に｢信頼している｣｡一番短い答えが､いちばん良い答えだと､どこかで聞いたことがある｡これもおばあちゃんのヨネさんがもたらした｢宝｣である｡
写真(下段)は､記者の記憶を

信頼すれば､前列左から輝子さん､幸子さん､ヨネさん､真知子さん､真紀さん｡中列左から美由紀さん､友紀さん､慶子さん､登代子さん､豊さん｡後列左から武久さん､美千代さん､秀男さん､信男さん､武幸さんで､三姉妹･三家族1 5人が全員集合｡

i;;::"!!!!!::;i;i;;J.:!!!!!!::;;ii;;::!!!!!!:;;;ii;;::!!!!!!::;;ii;;::!!!!!!::;ii;;;::!!!!!H:;;;i;;::!!!!!!!:;;ii;;:!!!!!!!::;;;i;;::!!!!!!::;;ii;;::!!!!!:……;;i.);;:!!!!!!!::;;ii;;::!!!!. f!::;;jii;:…!!!!!!::;ii;;;:!!!!!!"::;;i;;;:…) )!!!!. J:;;;i;;;;!J,LJ!!!:;;;;;;;::!!!!!!!:;;iii;::!!!!!!"…;;i;;;:!!!!!!!::;;;;i;::!!!!!川……"iii;;:!!!!!!:::;;;i;;:!!L!, )!雲i

記iii;:!!!!!!!!:;iiii;::!!!!!!::;iiii;;:!!!!!!!:;;iii;::!!!!!!!:;iiii;;:!!!!!!!:;iiii;::!J.!!!!::;iiii;::!!!!!1.::;iiii;::!1.!!!!1.:;;iii;:!!!!1.!!::;iiii;::!!!!!H:;iii;;::!!!!!!!:;iiii;;:!!!!!!::;iiii;::!!!!!!!:;;iii;::!!!!!!!:;iiii;-.王!!!!!!!;;;iii;:!!!!!!!::;iiii;:!!!!!!!!:;;iii;:王!!!!!!!:;iiii;::!!!l.!!::;;ii;;::!!!!!!::;iii;lt::!!!!!!!;;iiii;::!!!!!H:;;ii;;::!!!!!!!:;iiii;:!!!!!!!::;iiii;..!!!!!!!::;iii;;:.[!!!!!!:;;i

I: I

暮


